
　子どもたちは、日々、集団を通して様々な学びを行っています。子どもたちの学校での学
びは、授業の中で教科書を使い、知識を得たり理解を深めたりしています。学校行事や特別
活動では、友だちとの関わりから協働の学びを通して、考えを広げたり深めたりしていま
す。学校は、一人ひとりが集団を通して学ぶところに意味があるように思います。
　しかし、人が集まり集団となると、問題も発生します。集団の中で生活することは、基本
的に我慢の連続です。自分のわがままを通そうとすると何かしらの軋轢が子ども同士で生ま
れます。自分のことだけしか考えることができないと、友だち同士の信頼関係も結べず、こ
れまた辛い思いの毎日になります。基本的に、人とつながることは非常にめんどくさいこと
なのです。
　しかし、人は、人とのつながりの中で得るものもたくさんあります。知識の幅を広げるの
も、人との関わりの中でなされるものです。自分一人ではできないことも、集団（チーム）
でやると、２倍３倍の力となり成し遂げることができるものです。自分が傷ついたり壁にぶ
つかったりした時に、人から助けてもらったりすることで人の優しさに触れたり、または、
困っている人や傷ついている人に気づいた時に、優しさを人に与えることができることで自
分自身の心は豊かになっていくものです。人は、集団
を通して学び、多くの経験を積み重ね、人としての年輪を
重ねていくのかなと感じます。
　人と人がつながるときに大事なのは、相手に対して敬
意を持って接することです。相手の上に立つ必要もなく、
相手を馬鹿にする気持ちを持つ必要もなく、相手と自分
を比較する必要もないのです。
　相手の気持ちを理解し想像することで、相手との信頼
関係が生まれ、人とつながることができるのです。その
ことが、一人ひとりの幸せにつながると私は考えます。
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日頃の学校生活や子どもたちの様子は、
内郷小ホームページのブログ欄に掲載
していますので是非ご覧ください。


